
※上記写真は今回の状況ではありません

平成29年9月17日の台風第18号の影響による

行入ダム防災操作の効果について

　九州南部を横断した台風18号の影響により、行入ダム流域で
は、9月16日3時より降り始め、17日18時までの総雨量は286mm
を記録し、時間最大雨量は、53mmを記録した。

  このため、行入ダムでは、17日14時24分に流入量が20m3 /sに

達し、17日16時10分には最大流入量43.32m3 /sを記録 した。こ

の時43.32m3 /sをダムに貯留することで田深川の流下量を減少
させました。

 　今回の洪水では、行入ダムで流下量を減少させたことで、下
流国東町市街地の丹過橋水位観測所では約21ｃｍ水位を低下
させたものと推測しています。

【　速　報　推　計　】



最大流入量43.32m3/sのうち、43.32m3/sをダムに貯留

平成29年9月17日の台風第18号の影響による
行入ダム防災操作の効果について

　　　　【　行　入　ダ　ム　位　置　図　】 【　洪　水　調　節　実　績　図　（速報値）　】
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大雨警報発令 17日8：25気1

洪水警戒体制 16日21：00通1

洪水調節開始 17日14：24 報1

（洪水量 20.43ｍ3/s）

情6 洪水調節終了 17日20：00

報6 流入量 20m3/s以下 17日18：10

情
洪水警報発令 17日13：09気2

最大流入量 43.32m3/s 17日16：10 報3

最大貯水位 EL129.98 17日19：00丹過橋地点
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最大放流量 10.53m3/s
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平成29年9月17日の台風第18号の影響による
行入ダム洪水調節の効果について

【　旦過橋地点（国東町）での洪水調節効果　】

‐ ‐ ‐ ‐ ダムがなかった場合の想定水位 ２．９３ｍ

― - ― 観測水位（ダムがある場合） ２．７２ｍ
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水位（ｍ） 旦過橋での水位低減効果(1時間単位の履歴によるもの）

旦過橋水位
ダム無し推定水位

はん濫危険水位（3.20ｍ）

避難判断水位（2.70ｍ）

はん濫注意水位（2.20ｍ）

水防団待機水位（1.50ｍ）

約０．２１ｍ（ダムによる水位低減効果）


